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はじめに

l本研究では，顔認識による出席アプリの作
成を⽬的とする．C# Windows Formsを利
⽤し，作成した．

l出席管理アプリでは，就職勤怠管理や学校
出席管理などの⽬的で利⽤する．



顔認識の流れ
カメラによって顔画像を撮影
し, Haar Cascadeアルゴリズ
ムによって顔検出し, そして
PCA アルゴリズムで, 事前
に保存した画像と⽐較して,
⼈物特定を⾏う．



ログイン画⾯
• 図１は，アプリを起動したばか
りの状態で，管理者はログインし
た後で，左側のメニューにより，
個⼈情報の管理 (Persons 
information)と出席管理
(Attendance Manager)を⾏うこ
とができる．ログインしない状態
は出席(Attendance )だけを⾏う．

図１ ログイン画面



出席機能

• リアルタイムなカメラ画像によっ
て顔認識結果はとなりのフレームに
出席者のIDと名前が表⽰される．そ
こで, 出勤(Check in), 退勤(Check 
out)の機能を利⽤することができる．
また，確認ボタン(Check status)で
現在の状態を確認できる．

図２ 出席画面

図３ 出席状態の確認画面



個⼈情報管理機能

• 図４画⾯のように出席者の情報
を追加，削除，修正できる．その
後，図５のように顔画像を撮影す
る．その画像は顔認証のための
データセットになる．画像はグ
レー画像に変換され縮⼩化される. 
そのため, 画像（データセット）
は10KB程度になる．1⼈につき5
枚ぐらいの顔画像の撮影を⾏う．

図４ 個人情報管理画面

図５ 顔画像の撮影画面



出席管理機能
図６出席管理画⾯のように
出席者の出席の状態を追加，
削除，修正することができ
る．

図６ 出席管理画面



まとめ

• 本研究では, 顔認識による出席アプリを作成し
た． その結果, 人物特定を行うことが確認し，反
応速度はやく0.2秒である．また，データセット
量も最低にした.

• 今後はraspberry piという小さいコンピューター
に設置し, 小さく, 携帯できる設備を設計し, 可
能性を検討してみると考える.
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